
活動期間 ～

作成日 令和5年 8月

令和4年４月 令和5年３月

令　和　4　年度

写真

環境経営レポート





1. 電力・燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減を推進します。

2. 建設廃棄物を低減するため、発生抑制とリサイクルに努めます。

3. 水資源の節水と、事業活動における、水質汚濁の抑制に努めます。

4. 使用資材の化学物質の適正な管理に努めます。

5. 事務用品、再生資材等、グリーン購入に努めます。

6. 環境に配慮した施工方法及びサービスの提供に努めます。

7. 事業活動に適用される環境関連法令等を、遵守していきます。

8.

※ 環境目標・活動計画・を定め、定期的に見直し、継続的に改善します。

制定日：平成21年10月3日

改定日：令和４年  ４月１日

　 代表取締役　小山内　一雅
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1.　環　境　経　営　方　針

基　本　方　針

　株式会社長谷川建設は、環境問題の抑制が必要であるとの認識に立ち、土木工事施工に

係る事業活動において環境負荷の緩和努力に努め、全社一丸となって自主的、積極的に取

り組み、企業経営を推進してまいります。

行　動　指　針

   環境問題に対する活動を建設業を通して、資源の有効活用、廃棄物の削減及び環境汚染

の防止など、また、環境関連法規を遵守しながら健全な職場環境を維持します。これらの

活動を通じて、国連が定めたSDGｓの趣旨に賛同し、持続可能な開発目標の達成を目指

し、ここに『環境経営方針』を定め、全従業員一丸となり継続的に環境活動に取り組んで

まいります。

環境経営方針は全従業員に周知するとともに、地域社会に情報提供します。



(1) 事業者名及び代表者名

(2) 所在地

本社・事務所　 青森県弘前市大字亀甲町42
TEL:0172-33-3844 　　 FAX:0172-33-4300

資材置場　 青森県弘前市大字町田三千刈４４　　(無人)

除雪ステーション 青森県弘前市大字津賀野瀬ノ上143-1　(無人)
TEL:0172-38-7477　　 FAX:0172-38-7477

(3) 環境管理の責任者氏名及び担当者の連絡先

環境管理責任者 TEL
E-mail

事務局担当者 TEL

(4) 事業活動の内容

創 業 昭和34年10月1日

事 業 目 的 建設業:官公庁・民間の建設工事全般の請負工事

建 設 業 許 可 青森県知事　特-02－1592

(5) 事業の規模

活動規模 単位
工事等の件数(業務含) 件

売上高 百万円
従業員 人

事務所床面積 m2

資機材置場面積 m2

除雪ステーション m2

(6) 環境活動レポート対象期間(発行日)

令和4年４月～令和5年３月

(7) 対象範囲(認証・登録範囲)

株式会社長谷川建設の全組織・全活動
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1,449

2.組織の概要

株式会社　長谷川建設

代表取締役　小山内一雅

0172-33-3844

18

144.6

2,760

hkk@jomon.ne.jp

0172-33-3844

令和4年度

17
296

岩渕清弘

小山内　麻里子



会社事務所 　

 

各現場

・代表者による環境方針の策定及び全体の評価と見直しを実施。

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加。

齋藤　仁 ・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施。

・テスト、訓練を実施、記録の作成。

佐藤　伸 ・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

今井勝則 ・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告。

中沢弘樹 ・特定された項目の手順書作成及び運用管理

部門長 ・自部門における環境経営システムの実施。

笹　昌行 ・自部門における環境方針の周知。

白戸美佐希 ・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施。

櫻庭博巳 ・環境関連の外部コミュニケーションの窓口。

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21推進の事務局。

小山内麻里子 ・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施。

　 ・環境活動の実績集計。

岩渕清弘 ・環境活動の取組結果を代表者へ報告。

　

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理。

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営システムの実施に必要な資源の確保

・環境目標・環境活動計画の承認。

役割・責任・権限
代表取締役 ・環境経営に関する統括責任。

小山内一雅 ・環境管理責任者を任命。

役割分担表
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　EA21実施体制図3.

代表者 代表取締役

小山内一雅

環境管理責任者

専務取締役

岩渕清弘

環境事務局

小山内麻里子

白戸美佐希

櫻庭博巳

工事部門責任者

笹 昌行・佐藤 伸・今井勝則・ 中沢弘樹 ・齋藤 仁



4．   環境目標とその実績

令和　4年 ～ 令和　5年

単位 平成３1年・令和元年度 令和２年度 令和3年度 令和4年度

件 27 26 14 17

1. 主な環境負荷等の実績（全社）

項目 単位 平成３1年・令和元年度 令和２年度 令和3年度 令和4年度

二酸化炭素排出量 kgCO2 163,585.7 174,244.8 209,624.2 183,385.1

一般廃棄物排出量 kg 110.00 100.00 120.00 120.00

産業廃棄物排出量 t 714.25 85.23 85.23 574.51

総排水量 m3 147 140 118 115

再資源化率 % 99.4 100 100 100

化学物質使用量 kg 64.0 25.1 110 0
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2. 環境目標の設定

環境目標（全社）
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　２０１７（平成２９年度）を基準年度として、新たな環境目標を設定し、環境活動に取組んでいます。

中長期の目標

単位

削減率(％) 8 9 10

kwh 23 ,553 21,669 21,433 21,198

削減率(％) 8 9 10

Ｌ 9 ,168 8,435 8,343 8,251

削減率(％) 8 9 10

ｋｇ 527 485 480 474

削減率(％) 2 3 4

Ｌ 23 ,401 22,933 22,699 22,465

削減率(％) 5 6 7

Ｌ 53 ,937 51,240 50,701 50,161

削減率(％) 2 3 4

ｋｇＣＯ₂ 205 ,184 201,080 199,028 196,977

削減率(％) 5 6 7

kg 232 220 218 216

再資源化率

（％） 99 99 99 99

削減率(％) 5 6 7

㎥ 354 336 333 329

削減率(％)

ｋｇ －

増加率(％)

品目数 －

増加率(％)

件数 －

増加率(％)

件数 5 5 5 5 5

196,977

216

99

329

21,198

8,251

474

22,465

50,161

削減率又は増加率

(％)

年度毎目標値

（基準年度に対する削減(増加)率)

２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度
2022～2024

年度

基準値コア指標 環境方針 環境目標項目 責任部門　　　　責任者

電力の削減 環境事務局　櫻庭博巳

二酸化炭素排出量

軽油の削減 環境事務局　櫻庭博巳

環境事務局　櫻庭博巳

ガソリンの削減 環境事務局　櫻庭博巳

省エネルギーの推進

灯油の削減 環境事務局　櫻庭博巳

ＬＰＧの削減

左に同じ

再生資源化の推進 再資源化率の増加 環境事務局　櫻庭博巳

水使用量 節水 節水 環境事務局　櫻庭博巳

化学物質 化学物質の管理推進 環境事務局　櫻庭博巳

行動目標
・化学物質を適正に管理し、定期的に確
認する。

廃棄物排出量

一般廃棄物の削減 ごみの削減

左に同じ

グリーン購入 グリーン購入の推進
事務用品等環境配慮製品

の使用推進
環境事務局　櫻庭博巳

行動目標
・環境物品の購入を推進する。

左に同じ

自らが施工・販売・提供

する製品及びサービス

に関する項目

環境保全に配慮した事業活動 環境配慮型施工等の推進 環境事務局　櫻庭博巳

行動目標
・環境に配慮した施行を推進し、定期的に
活動状況を確認する。

地域貢献 地域貢献活動の推進 清掃活動等（ボランティア） 環境事務局　櫻庭博巳

二酸化炭素排出量の削減 二酸化炭素排出量の削減 環境事務局　櫻庭博巳

環境事務局　櫻庭博巳



3. 環境目標の実績
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※購入電力の排出係数は、令和4年公表、東北電力（株）の調整後排出係数 0.460 を使用しました。

２０２２年(令和４年度)の環境目標の達成状況（全社） 令和4年４月～令和5年３月

２０２２年度 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度

単位 目標値 目標比/実績 目標値 目標値

削減率(％) 8 56.99 9 10

kwh 23,553 21,669 12,350.0 21,433 21,198

削減率(％) 8 62.99 9 10

Ｌ 9,168 8,435 5,313.0 8,343 8,251

削減率(％) 6 53.0 9 10

ｋｇ 527 485 257.0 480 474

削減率(％) 2 95.1 3 4

Ｌ 23,401 22,699 21,579.9 22,699 22,465

削減率(％) 5 85.9 6 7

Ｌ 53,937 51,240 44,015.1 50,701 50,161

削減率(％) 2 91.2 3 4

ｋｇＣＯ₂ 205,184 201,080 183,352.1 199,028 196,977

削減率(％) 3 54.4 5 6

kg 232 220 120 220 218

再資源化率 - - - -

（％） 99 99 100 99 99

削減率(％) 3 34.2 5 6

㎥ 354 336 115 336 333

削減率(％)

ｋｇ －

増加率(％)

件数 －

達成

達成

達成

削減率又は増加率

(％)

評価

達成

達成

目標～実績～次年度目標

達成

達成

達成

基準値

二酸化炭素排出量の

削減 達成

コア指標 環境目標項目

ＬＰＧの削減

ガソリンの削減

軽油の削減

化学物質 化学物質の管理推進

行動目標
・環境に配慮した施行を推進し、定期的に活動状況を確認する。

行動目標
・化学物質を適正に管理し、定期的に確認する。

自らが施工・販売・提

供する製品及びサービ

スに関する項目

環境配慮型施工等の

推進

廃棄物排出量

ごみの削減

再資源化率の増加

水使用量 節水

二酸化炭素排出量

電力の削減

灯油の削減



エネルギー使用量削減による二酸化炭素排出量の削減

取組目標 取組内容・計画 評価 取組結果の評価・次年度の取組内容

・冷暖房の最低限使用

　冷房27℃暖房22℃

・照明器具のLED化 〇

・不要な照明等の消灯

　節電表示・休憩時間の消灯

・エコ車両への転換 〇

ガソリン・軽油使用量 ・アイドリングストップ

　使用しない時は、エンジンを止める

・空ふかしの防止

　作業あった出力で調整する

LPG・灯油使用量 ・ガスコンロ使用中はその場で待機する

　使用しない時は消す

・必要時以外は使用しない

　使用しない時は消す(石油ストーブ)

・現場施工での必要時以外は使用しない

　必要用途以外は使用しない

年間計画 : 対象部門　全部門・全従業員

〇
車両・機械等セーブ運転に努める、
次年度も継続する。

〇

年間計画 : 対象部門　全部門・全従業員

○

灯油の使用量が冬期から春先まで増
加するが、ストーブの定期的なメン
テナンスを行う。

〇

〇
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5.　環境経営活動計画・取組結果の評価・次年度の取組内容

電力の使用量

年間計画 : 対象部門　全部門・全従業員

〇

目標は達成している。次年度も継続
実行する。

〇

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

強化

月間

強化

月間

強化

月間

強化

月間

強化

月間

単位 目標値

削減率(％) 9

kwh 23,553 21,433

次年度目標

削減率又は増加率

(％)
基準値

電力の削減

2023年度

単位 目標値

削減率(％) 3

Ｌ 23,401 22,699

削減率(％) 6

Ｌ 53,937 50,701

基準値
2023年度

削減率又は増加率

(％)次年度目標

ガソリンの削減

軽油の削減

単位 目標値

削減率(％) 9

Ｌ 9,168 8,343

削減率(％) 9

ｋｇ 527 480

次年度目標

削減率又は増加率

(％) 基準値
2023年度

灯油の削減

ＬＰＧの削減



省資源の推進

・裏紙使用

　再使用の推進

・古紙のリサイクル率アップ

　回収業者に引き取り

・帳票見直しによる印刷物の削減

　ペーパーレス推進

・両面印刷用プリンターの使用

　コピー/集約機能活用

産業廃棄物排出量の削減・再資源化率の増加

取組目標 取組内容・計画 評価 取組結果の評価・次年度の取組内容

再資源化率の増加

・

最終処分量の削減 ・分別収集の細分化による再資源化

　廃材の分別細分化の推進

　印刷紙の裏面・封筒の利用

水資源使用量の削減

水使用量の削減 ・節水呼びかけ

　閉め忘れ表示

　節水冠の取付

　節水を常に心掛ける

化学物質使用量の適正管理

・化学物質の管理の徹底

　溶剤の化学物質量把握

　安全データーシート(SDS)管理

グリーン購入

グリーン購入の推進

年間計画 : 対象部門　全部門・全従業員

○
目標は達成している。全従業員の節
水意識を啓発提示して高めていく。

年間計画 : 対象部門　環境事務局・工事部門

・事務用品等環境配慮製品の使用推進

○

コピー用紙は、グリーン購入法の総
合評価値に基づく商品・ENERGY
STAR適合製品を使用しています。
次年度も推進していきます。
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年間計画 : 対象部門　工事部門・全従業員

○
化学物質を含有する恐れのある使用
材料は、必要な分を購入し、適正に
管理推進する。

化学物質の管理推進

　○:評価できる、△:まずまず評価できる、×:評価できない

年間計画 : 対象部門　全部門・全従業員

○
再資源化率は、100%であるが、次
年度も継続できるように、取組す
る。

・廃棄物の発生抑制、再使用、再利用
の実施

○
事業の中で指定廃材処分が変動す
る、目標達成。取組は次年度も継続
する。

一般廃棄物の削減
○

目標達成。裏紙の使用、リサイクル
率アップ今後も継続実行。

〇

〇

〇

年間計画 : 対象部門　全部門・全従業員

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

単位 目標値

削減率(％) 5

㎥ 354 336
節水

次年度目標

削減率又は増加率

(％) 基準値
2023年度



施工・工法への環境配慮

製品及びサービスに

関する環境配慮

・環境に配慮した施工・工法の推進

地域貢献

取組目標 取組内容・計画 評価 取組結果の評価・次年度の取組内容

・会社・置場周辺清掃活動

　ボランティア活動等

・社会貢献活動

　ボランティア活動等

・地域活動・社会貢献活動

　ボランティア活動等

　青森県ふるさと水辺サポーター制度

※　赤書改定目標値
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年2回　寺沢川　草刈り・ゴミ拾い

　○:評価できる、△:まずまず評価できる、×:評価できない

　○:評価できる、△:まずまず評価できる、×:評価できない

年間計画 : 対象部門　環境事務局・工事部門

○ 年2回実施　ゴミ拾い

年間計画 : 対象部門　工事部門

○ 年1回　土淵川　草刈り・ゴミ拾い

年間計画 : 対象部門　工事部門

○

地域貢献活動の推進

○
環境に影響の少ない施工・工法の検
討及び推進していきます。

年間計画 : 対象部門　環境事務局・工事部門

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

● ●

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

●

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

● ●



○　環境活動の状況

空気清浄機・ウィルス対策等の環境改善

ソーラー製品の活用
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地　域　貢　献

11



その他の活動
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許可
届出
報告

資格 届出先 義務 判定

・委託基準：産廃収集運搬・処理業者の許
可の確認、契約

産業廃棄物（金属類・廃プラ類・廃ガ
ラス・廃油・木製パレット）

・契約書/許可証につ
き1回/年 ○

事務局 契約書・許可証
〇

・保管基準 事業者の責務
     掲示板：60cm×60cm以上表示

　　飛散・浸透防止
　　衛生管理
・マニフェスト交付
　B2・Ｄ票90日、Ｅ票180日以内に送付され
ない場合は30日以内の知事への報告
　A、B2、D、E票の保管（5年間）

・マニフェスト
新規交付時
又は月末 ○

知事 事務局 ﾏﾆﾌｪｽﾄ

〇

・産業廃棄物管理票交付等状況報告書の
提出

・6月末まで
○

知事 事務局 報告書
〇

建設リサイク
ル法

（元請業者）発注者への再資源化等完了報告
と記録の保存 ○ 発注者 工事部門 報告書 〇

オフロード
法

・基準に適合した特定特殊自動車の使用 バックフォー 事業年度末
〇

工事部門 表示
〇

騒音規制法
・特定建設作業の事前届出
・規制基準の遵守

特定建設作業　ﾊﾞｯ
ｸﾎｳ・コンプレッサー

規制地域の基
準を超える場
合

〇
弘前市長 工事部門 届出書

現地確認 〇

振動規制法
・特定建設作業の事前届出
・規制基準の遵守

特定建設作業　ﾊﾞｯ
ｸﾎｳ・コンプレッサー

規制地域の基
準を超える場
合

〇
弘前市長 工事部門 届出書

現地確認 〇

水質汚濁防
止法

・油及び有害物質の流出事故時の措置と
届出

油類の保管
有害物質の取り扱い

○事故
時

知事 工事部門 事故（有　無）
〇

大気汚染防
止法

・事故時の措置と届出 ○事故
時

知事 工事部門 事故（有　無）
〇

フロン排出
抑制法

対象；第1種特定機器
・簡易点検（すべて　１回/3ｹ月以上）
・有資格者による定期点検
　空調機器(7.5kW以上1回/3年以上、
          50kW以上1回/年以上)
　冷蔵冷凍機器(7.5kW以上 1回/年以上)
・点検記録の保存（廃棄まで）

事務局 点検記録 〇

化学物質排出把握管
理促進法（PRTR法）

・性状及び取扱に関する情報（ＳＤＳ）の受取・
発行

第2種指定化学物質
(100物質)も対象

SDS更新毎 工事部
門

・SDS発行受取
状況 〇

消防法

少量危険物貯蔵届出

〇

各消防署

工事部
門

届出書(400ℓタン
クの場合)

〇

グリーン購
入法

できる限り環境物品等を選択するよう努め
る

購入品・調達品
購入先・外注先 事務局 〇

・使用届
・定期水質検査

家電リサイ
クル法

・特定家庭用機器をなるべく長期間使用
・再商品化に必要な料金の支払い

エアコン、テレビ、 冷蔵
庫・冷凍庫、洗濯機・衣
類乾燥機

〇 工事部門 受領書 〇

・使用済み自動車引取り業者登録 ・5年毎更新 ○
・抹消登録 ・登録抹消時 ○
・フロン回収業者の登録 ・5年毎更新 ○
・マニフェスト制度に基づく報告 ・使用済自動車毎 ○

建設リサイク
ル法

（元請業者）発注者への再資源化等完了報告
と記録の保存 ○ 発注者 工事部門 報告書 〇

オフロード
法

・基準に適合した特定特殊自動車の使用 バックフォー 事業年度末 表示
〇

発注者 工事部門
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工事部門

○ 事務局

事務局

特記仕様
書
設計図書

・騒音・振動・粉じん・濁水等の防止対策

承認・報告書
・提出

〇

・建設副産物の適正処理

・住民対策の実施

・リサイクル製品の使用
・その他環境対策

自動車リサ
イクル法

浄化槽法
浄化槽

〇
浄化槽点検報告書

〇適正引渡

６.　環境関連法規制等の遵守状況

遵守評価

廃棄物処理
法

〇

法規制等の
名称

該当する要求事項
（対応すべき事項）

該当する設備・項目
点検・測定
頻度、実施

時期

届出・報告・資格
担当部
署

当社が法的義務を受ける建設リサイクル法など、環境関連法規について
遵守状況を確認したところ違反はありませんでした。

また、関係当局からの違反等の指摘、住民等からの苦情、訴訟等に
ついて、過去３年間、問題が有りませんでした。



評価項目

環境経営目標の達成状況
及び環境経営計画の実施
状況

環境法規制等に対する遵
守状況

苦情・要望等

前回指示・指摘事項への
取組結果

上記のとおり報告します。令和5年4月7日　環境管理責任者（署名）　　　　　　　　　　　専務取締役　岩渕清弘

見直し項目

１環境経営方針

２環境経営目標及び計画

３実施体制

４その他

　上記のとおり指示します。　 代表者(署名) 代表取締役　小山内　一雅

株式会社　長谷川建設
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  7.   代表者による評価と見直し・指示

評価項目

報告 代表者の評価

県外事業活動増加していますが、目標はクリアし
ている。

県内事業活動は減少しており
ますが、目標に向けて全従業
員が意識している。

違反、訴訟などはありませんでした。関連法規等
は最新版を確認しながら継続、実施していきま
す。

継続実施してください。

苦情及び要望等はありませんでした。

燃料使用量を見直し設定した結果、『目標達成』し
ています。

事業量に比例する部分もありま
すが、引き続き目標を見直しな
がら設定してください。

代表者による見直し等

評価及び指示事項 改善内容及び改善期限等

行動指針にSDGｓを追加 なし

継続達成、変更なし。 なし

変更なし なし

なし なし

令和5年4月8日


